2016年3月４月度勉強会　CI&VMD参考一覧	　　　　　[image: ]


[bookmark: _GoBack]１，ロゴ制作市場がにわか拡大
→　ECビジネスを開始する先が増えた　採用に関してのイメージアップ
http://i-maker.jp/logo-2662.html
http://www.plus-dc.com/pg148.html

２，ロゴについての判断は感覚的なものが大半
→　数が必要になる　→　クラウドソーシングで開発
http://99designs.jp/lp/logo-design/

３，ロゴ開発・WEB改修における優位ポイントは
→　オンライン調査を徹底活用
http://japanbrand.jp/ranking/nandemo/33.html

４，ロゴ制作の依頼があった場合の深掘り提案はクレドコンサルである
→理念形成までも手がけることで信頼関係の形成と印刷需要が高まる
http://credokeiei.jp/manage/
http://j-credo.com/credo/credo.html

５，新たな市場としてPOP店内販促が狙い目である
→　VMD理論を元にPOPの提案
http://www.oval-link.co.jp/vmd/
http://www.workbench.co.jp/jp/vmdbasics.html
http://www.aibsc.jp/sj/200602/retail/kantan/index.shtml

６，VMD提案はオムニチャネル化を前提にする
→　ARがやっと活用されるレベルになってきた
http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/Keyword/20070202/260508/?rt=nocnt
http://www.vmd-bridgeline.com/category/1930425.html
https://www.popgallery.jp/shop/c/c0/
https://ferret-plus.com/603
http://elecs-ar.com/shop.html
http://www.movie-times.tv/practical/unusual/5279/

７，VMDもオンライン調査の時代
http://www.fjtex.co.jp/hansoku/products/material/measurement/vas/


【まとめ】
これからのSPサーポートにおいて最も重要になる視点は
①クレド経営に代表される考え方を伝えることに専念する
②科学に裏付けられたデザイン＝視覚調査を武器にしていく
③徹底したオムニチャネル化を図っていく
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